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校庭のイチョウの葉が黄金色になり、冷たい北風に扇の葉が舞い散る季節となり
ました。今年の最終月、師走が始まります。
年末になると、 歳末たすけあい運動や、１０月１日から年末まで実施する赤い羽根NHK

。 、共同募金が思い出されます 東日本大震災という自然災害があったからではありませんが
年の瀬が近づくと、人々のつながり 「絆」について考える機会が増えます。誰もが気持、
ちよくお正月を迎えたいと思うためでしょうか。
今年度、本校では「互いに思いやる心を大切にした上小っ子の育成」という主題に迫る

ような指導に重点をおいて、教師の研修を実施しています。子どもたち一人一人を大切に
した教育の推進に繋がるものです。
埼玉県では 「すべての県民がお互いの人権を尊重しながら共に生きる社会」の実現に、

向け、県民総ぐるみで 「人権尊重社会をめざす県民運動」を展開しています。この運動、
では、１２月１０日が「世界人権デー」なので 「人権尊重社会をめざす県民運動強調週、
」 、 。間 として１２月４日～１０日の期間を定め 集中的に啓発活動を実施しているものです
そこで 「子ども人権メッセージ」についてご紹介します。これは、いじめが世界から、

無くなるために、８月に実施した「第３回埼玉県子ども人権フォーラム」において発信さ
れたものです。子どもたちの目線で考えられました。

『その笑顔 裏では涙を ながしてる』

「大丈夫だよ」って、その子が言うから、その

子の本当の気持ちを考えずに、いじめをしてい

ることはありませんか。自分のしていること

を、もう一度、考えてみませんか。

『「許せない」それじゃ足りない あと一歩』

いじめを見て、「許せない」と思うことは大切

です。でも、思うだけでは、何も変わりません。

いじめられている人に、あなたの思いを伝える努

力が必要です。

『止めるのは「誰か」ではなく あなたです』

いじめを止めるのは誰でしょうか。いじめてい

る人だけでしょうか。いいえ、見ているあなた

も、その誰かの一人です。あなたも、止める勇気

を持ちましょう。

『「私なら？」 つねに心に 問いかける』

「相手の気持ちを考える」よく耳にする言葉で

す。本当にできていますか。自分が言っている

ことやしていることを、もう一度自分の心に問

いかけてみてください。

１ 「いじめ」をしない
「いじめ」の根底には、他人に対する思いやり、いたわりといった人権意識の希薄さがあり

ます。人権意識といったら大げさなようですが、結局は他人の心の痛みを分かれば「いじめ」
はできません。例えば、動きが鈍いとか、文字が下手だといった集団の中の異質なものを標的
に、ただ異質であるというそれだけの理由で行われることが多いです。そのまま放置すれば差
別の芽となる危険もはらんでいます。その人なりのよさが必ずあることを伝えたいです。
２ 「いじめ」をさせない
「いじめ」を生み出す心理的な理由として、存在感や自尊感情の満たされない子どもがその

満足を求めて、自分より力の劣る者を攻撃、支配するのが「いじめ」の基本です。そして 「い、
じめ」を行うことによって、他で満たされない欲求を代償的に満たし、一時的な心理的欲求を
得ているのです。相手の立場になって考えさせる事が大切です。もし、自分がいじめられたら
…と考えさせたいです。
３ 「いじめ」を見逃さない
毎日夕食を家族そろってとっている家庭の割合は、２５％に過ぎないそうです（食育基本法

に基づく「食育白書 「いじめ」の発見は普段からの子どもとの接触がなければ、子どもの心」）。
身の微妙な変化に気付くことができません。食事の時間に学校での出来事や友だちのことなど
会話を増やしていきましょう。たとえ小さな話題でも子どもの話の内容を聞いてください。そ
して、心配なことがありましたら早めに担任に相談してください。小さな芽の段階で解決する
のが大切です
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１２月の行事予定

１１月２日に市内親善体育大会（小手指小学校との交流）が行われました。

１００ｍ走、ハードル走、持久走などで小手指小学校の６年生と競いました。

運動会の時以上に真剣に走り、リレーでも大活躍する姿が見られました。

１８日には、市内親善音楽会に参加しました。「ぜんぶ忘れない」という合

唱曲を、澄んだ歌声で綺麗に響かせていました。

６年生が活躍する姿は頼もしい

１１月５日（土）「“わっしょい まつりだ”笑顔の花を咲かせよう 上小

まつり」が盛大に開催されました。実行委員会の皆さん、育成会、スポーツ団

体、重松流の皆さん他、多くの方のご協力を頂きました。子どもたちは、よき

故郷の思い出になったことでしょう。ありがとうございました。

「上小まつり（１１／５）」盛大に行われました

１１月１１日の学校公開日（午前中公開）には、３年生が「大好き上新井」と

いう総合的な学習の時間で、地域の方から情報を頂きました。４年生はゲストテ

ィーチャーを招きました。また、６年生は、薬剤師の先生から「薬物乱用防止教

室」として、麻薬などの薬物の恐ろしさについて教えていただきました。

学校公開日には３９１名の方が来校しました

地域の方が683名、役員を含めると総
勢694名が本校に集まりました。避難名
簿の作成や備蓄庫の見学など、危機意
識を高める機会となりました。

①5年3組担任の太田教諭が一身上の都合により11/2
に退職しました。後任として北田教諭が担任を務めま
す。②小川教諭が11/15に男子を出産しました。原口
教諭が12/10に結婚します。おめでとうございます。

総合防災訓練終了11/26（土） お知らせ


